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開会時刻 午後１時３０分 

 

 ただいまから、令和６年第４回教育委員会定例会を開催します。 

 天野委員より、所用により欠席するとの連絡がありましたので、御報告い

たします。 

 本日は３名の方から傍聴の申出がありますが、許可してよろしいでしょう

か。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

それでは、傍聴人の方の入室を許可します。 

日程第１、署名委員を決定します。平井委員と森本委員にお願いします。 

続いて、日程第２、議案の審議にまいります。 

 はじめに、継続となっております、陳情第１号「中学校英語スピーキング

テスト結果の令和６年度都立高校入試への活用中止に関する陳情」について

審議いたします。 

これは、本日結論を出すことになっておりましたが、委員の欠席がありま

すので、結論は次回にしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

そのとおりといたします。 

事前に陳情者からの追加資料を送付いたしましたが、何かご意見等ありま

したらお願いいたします。 

 

前回の定例会のとき、そして先週ですか、陳情者の方から頂きました追加

資料を拝見させていただきました。ありがとうございます。都立高校の入試

に関しましては、３月１日の合格発表を待つばかりだと思いますが、何か学

校から問合せ等ありますでしょうか。 

 

教育指導課には特段問合せ等ございません。東京都教育委員会からは、グ

ローバル人材育成部から２月１５日付で、今年度のスピーキングテスト、Ｅ

ＳＡＴ－Ｊの実施状況について通知がございました。各学校に通知してござ

いますけれども、今年度のスピーキングテストの実施状況としましては、申

込者数が７万６，２７０人、昨年が７万６，２６７人でしたので、７人増で
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ございます。そのうち、受験者数は７万１，２０５名。昨年度は７万１，１

９７人でしたので、若干増えてございます。平均スコアが昨年度は６０．５

点でしたところ、今年度は６５．２点ということで、その他、実施状況につ

きまして報告がございました。 

以上でございます。 

 

ほかいかがでしょうか。 

私のほうから１点。ある江戸川区の中学校の１年生でやったらしいんです

けども、１年の生徒さんはスピーキング力を測る機会がなかったので良い経

験になったということで肯定的な面で評価している部分、それと逆に、３年

生向けテストでも議論となっているし、音や聞こえやすさについては、周り

の声が少し聞こえてあまり集中できなかったと反省点が出ているようなこ

とも紹介されています。我々の議論の中で、趣旨は大変、子どもたちのスピ

ーキング力を高める、あるいは興味関心を持つ、英語に親しむということで、

そういう点も多々ありますけれども、具体的なこうした課題も指摘されてい

るということで、そうしたところ、ぜひ東京都には特に改善してほしいなと

いうことで、私のほうからもまた引き続き要望していきたいなと思っている

ところでございます。 

ほか、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 

ほかになければ、本日の陳情第１号の審議は継続といたします。 

次に、第７号議案「未来をつなぐ福祉体験型スタンプラリー！小学生と地

域が一緒に楽しむ音楽フェス！開催に伴う教育委員会後援名義の使用承認

について」を議題とします。事務局から説明をお願いします。 

 

それでは、ご説明申し上げます。 

初めて申請がありました後援名義でありますので、関係書類一式を添付さ

せていただきました。 

はじめに申請書にございますように、申請者は、ほほえみ未来プロジェク

ト実行委員会の代表であります。行事名は「未来をつなぐ福祉体験型スタン

プラリー！小学生と地域が一緒に楽しむ音楽フェス！」であります。事業目

的にございますように、地域と障害者施設と学校が協力し、小学生に障害者

の日常や困難を理解し、共感する機会を提供することで共生社会の実現の一
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助とする。また、コロナ禍で減少してしまった学生と地域の当事者や福祉実

践者との直接的な関わりを取り戻すため、学校等と連携して福祉教育の機会

提供を行うというものでございます。実施時期は、令和６年５月１１日（土）。

会場は、春江小学校のグラウンド及び体育館。事業の規模は、春江小学校通

学エリアの区民の方というところでございます。 

次のページをご覧ください。 

プロジェクト実行委員会というところがございますが、はじめに三つの施

設の名前が載ってございます。それぞれ、知的障害者・精神障害者・身体障

害者の障害者施設の名前でございます。これらの施設の職員の方などがこの

実行委員会として運営をしているというところであります。 

次のページの概要の二つ目の段落をご覧ください。 

江戸川区春江町には知的障害者通所施設・身体障害者入所施設・地域活動

支援センター（知的・身体・精神のさんしょうがい）が徒歩圏内にあること

から地域公益活動参加を呼びかけ、地域イベントの企画会議を開催する運び

となったというところが契機だということでございます。 

イベントの実施につきましては、地域の方にも、障害者施設はどんなとこ

ろなのか、施設の役割は何かももっと知ってもらいたいというところであり

ます。 

次のページをご覧ください。 

【相互理解を深める】ということで、障害を有していてもできる事を知っ

てもらいたいということで、今回、音楽フェスと就労体験などということで

検討されているそうです。 

【今後のスケジュールについて】というところにもございますように、５

月１１日（土）の１０時から１２時にスタンプラリー、１２時３０分から１

５時に音楽フェスを実施したいというものであります。協力依頼にございま

すように、地元の椿親和会の町会のほうに、スタンプラリーの会場の警備、

またお知らせ、防災に関するブースの設置等を依頼しているそうです。 

また、春江小学校のＰＴＡには催し物への協力や小学生と一緒に参加を呼び

かけているというものでございます。 

ちなみに、春江小学校のＰＴＡ会長は、区議会議員でもあります神尾昭央

さんなんですけれども、今回のこの実行委員会の委員にも名を連ねておりま

す。 

続いて、次のページの下段でございますが、地域イベント企画案というと

ころをご覧ください。 

一つは、福祉体験型スタンプラリーであります。このスタンプラリーは複
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数の障害者施設や春江小学校が協力し、小学生たちに障害者の日常や困難を

理解し、共感する機会を提供するというものであります。 

参加者は施設とありますが、こちら春江小学校を巡りながらスタンプを集

め、障害者理解や福祉に関する体験ということでございますが、具体的なと

ころを少し口頭で確認してございますので補足いたします。春江小学校の体

育館におきまして、ボッチャの体験、また、障害者施設の利用者さん、障害

者の方と一緒にアイロンビーズの製作などの生産活動の体験、また、車椅子

体験などを行う。あわせて、地元自治会、町会のご協力をいただいた上で地

域防災ブースを設置するというようなところを企画しているそうでござい

ます。 

もう一つが障害者の主催する音楽フェスティバルというところで「このフ

ェスティバルは、障がい者の人々が積極的に参加できる環境を提供します。

多様性や包括性を称える場でもあります。音楽を通じて心をひとつにしま

す。」というような記載がございます。現在、出演者を調整中とのことです

が、今のところ予定されている方としましては、片腕のギタリストの輝彦さ

んという方がいらっしゃるそうなんですが、２０２０東京パラリンピックの

閉会式で演奏を行ったギターの演奏家の方に出席をいただく予定だそうで

す。そのほか、難病の当事者、もぐらの家などの施設の中のバンド、高校生

のバンドや春江小学校のソーラン節など、出演者については今そういったと

ころの調整を行っているということで伺っているところです。あわせて春江

中学校にボランティアとしての協力の依頼をこれから行うというふうにお

伺いしてございます。 

次のページにございますように、ニーズと問題点というところにございま

すように、障害者の自立支援の促進を目指すためには、地域の理解と関与が

重要です。知的障害者は社会的な差別や偏見に直面することがあります。社

会全体で理解と啓発を促進し、差別偏見のない地域社会をつくり上げていく

必要があります。地域社会全体での意識改革や持続可能な支援体制のために

も、まず知的障害者が社会的な参加や自己実現を達成できる環境を提供する

ことを目的とするというようなところで今回の事業を行うそうです。 

次の次のページに予算書がございますが、今回のこの事業につきまして

は、予算書の収入欄にございますように、東京都社会福祉協議会の助成金を

受けて実施する予定です。歳出全額にあたります２０万円を助成金とし、そ

の中で下記にございます支出を賄うというふうに予定しているところであ

ります。 

その他プロジェクト実行委員会の会則、また、プロジェクト実行委員会の
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名簿を参考につけさせていただきました。 

説明は以上です。 

 

ただいまの件につきまして、質問・意見等あれば、お願いします。 

 

今まで、過去にこういう同じような障害者へのイベントというのは開催さ

れていたのでしょうか。 

 

こちらの団体さんは、このために今回発足した団体ですので、同様のイベ

ントは行っておりません。ただし、こちらの団体の中に名を連ねている障害

者施設の方々は、違う名称で、障害者理解の啓発のためにイベントをこれま

でも実施しているというふうに伺ってございます。 

 

ほか、いかがでしょうか。 

 

事業目的にありますとおり、共生社会実現の一助ということで、非常によ

い試みかなと思います。応援していきたいと思います。 

これ、６分の３ページ目にありますフェス会議はまだ「申請し回答待ち」

と春江小学校になってますけれども、これは新年度にならないとはっきり分

からないということですか。 

 

正式な回答はもらってないようでございますが、基本的に学校のほうとは

ちゃんとお話を進めていただいていますので、施設の利用には問題ないかと

思います。 

 

森本委員がおっしゃっていただきましたとおり、ほかの地区でもこのよう

な事業は初めてですので大変だと思いますが、応援していきたいなと思いま

す。 

 

先ほど答弁漏れましたが、障害者理解の普及ということでのイベントは、

これまでもやっていらっしゃいましたけれども、小学生を対象とするという

のは、今回、これが初めてというふうにお伺いしてございます。 

 

江東園ケアセンターつばき１階カフェって、ちゃんとカフェとかもある

の。 



 No. 6  

江戸川区教育委員会議事録用紙 

教育推進課長 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

教育推進課長 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

    

はい。 

 ちなみに、江東園ケアセンターつばきえぽっくさんは春江町にある身体障

害者施設でありますけれども、障害者の方が通所する施設、就労体験ができ

るような施設でありますとともに、高齢者の介護、また、事業所内保育所も

あって、さらにカフェもあって、地域のコミュニティの場であるとともに、

様々な障害の方が集えるような場と、世代も含めてということで運営されて

いるところでございます。 

 

こういうところで働いている人とか、あるいはボランティアの方で総合人

生大学で学んだ人とか、シルバー人材センターでね、そういう人が行ったり

しているというのはあるのかな。 

 

 直接お話は聞いてないんですけれども、ボランティアとして参加されてい

るような方にそういった方がいてもおかしくないかなとは思います。すみま

せん、直接は確認していないです。 

 

ありがとうございます。 

それでは、ほかになければ、第７号議案は原案のとおり決定してよろしい

でしょうか。 

 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

それでは、議案のとおり決定いたします。 

以上をもちまして、令和６年第４回教育委員会定例会を終了します。 

 

閉会時刻 午後１時４５分  

 


